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血液疾患患者の化学療法後の外泊時における不安
一実態調査に基づいたパンフレット作成の一考察一

はじめに

　血液疾患患者は、寛解導入療法が終了し汎血球減少

から回復すると、治療の合間に入院後初めて外泊をす

る患者が多い。しかし、化学療法後であり、患者によっ

ては自宅へ帰ってどのような点に気をつけて生活すれ

ばよいか分からず、不安だという声が聞かれる。また

自宅に帰ると不安が多いので、外泊を控える患者もい

る。しかし、外泊は気分転換を図るなどの効果があり、

自宅でより充実して過ごしてもらうための指導の検討

は重要だろう。

　以前、平成ll年の看護研究で作成したパンフレット

を用い、退院後の生活について指導を行なっていた。

しかし、そのパンフレットは現在行なっているものと

内容に異なる部分があるため使用されていない。また

現在は指導マニュアルやパンフレットがなく、口頭で

の説明のみであり、看護師により説明内容も異なって

いる。

　小林らはパンフレットを使用することで「外泊中も

指導内容の振り返りができ、安心して生活を送れる」

1）と述べている。そこで、退院後の生活と外泊中の生

活が似ている部分があるため既存の退院パンフレット

の活用を考えた。本研究では、患者が外泊時に感じた

不安や疑問の内容を明らかにするために質問紙調査を

行い、今後のパンフレットの一示唆を得たのでここに

報告する。

1研究方法
1．対象：平成18年3月以降に初回入院した血液疾患

　患者で以下の要件を満たす10名

　1）内科病棟に入院中の患者

　2）化学療法を実施した患者

　3）外泊経験がある患者

　4）退院経験がない患者

2．調査期間：平成18年9月25日～10月2日

3．調査方法：独自に作成した質問紙を用いた実態調

　査研究

4．データ収集方法：ナースステーションに回収箱を

　設置（消灯～起床時間は特定の場所で保管）

皿倫理的配慮

1．本研究の目的を説明し、同意を得られた患者に実

　施する。

2．無記名、自由回答とし、回答の有無によって不利益

　は生じないこと、得られた情報は本研究のみの使

　　　　　　　　　　key　word　外泊　化学療法　不安
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用とし、個人が特定されないよう処理する。

皿結果

1．回答者の背景（図1～3）

　回耳心音β数：8音区

　性別：男性25％、女性75％

　年齢構成：31～40歳37％、

　51～60歳25％、61歳以上38％

　同居人（家族）有無：有86％、無14％

2．化学療法（治療）後、初めて外泊したときについて

　　1）食事について（図4）

　　　　食事について注意していたことは、「生物を

　　　避けた」という回答が43％、「賞味期限を守る」

　　　36％、「バランス良く食べた」7％、「特に注意

　　　しなかった」14％だった。

　2）外出時について（図5）

　　　　外出時に注意したことは、「マスクをする」と

　　　いう回答が47％、「人ごみを避ける」38％、「日

　　　焼けを避けた」15％、「外出をしなかった」とい

　　　う回二答はなかった。

　3）体調不良について（図6，7）

　　　　外泊時に体調不良を感じた患者は50％だっ

　　　た。体調不良の症状としては、発熱、めまい・

　　　ふらつき、打痛だった。また、その時の対処方

　　　法は発熱時に「アイスノンを使用した」、めま

　　　い・ふらつき時に「一人で歩かないようにし

　　　た」、疹痛時に「安静にしていた」という回答だ

　　　つた。

　4）外泊時の不安について（図8，9）

　　　　外泊時に不安や疑問があった患者は50％だ

　　　つた。不安の内容としては、体調、食事、中心静

　　　脈カテーテル、嗜好品、同居人（家族）の病気だ

　　　つた。具体的内容については、体調は「急変時

　　　の対処方法」、「体調が悪くなった時の対処方法

　　　が分からなかった」、食事は「避けたほうが良

　　　い食べ物が分からなかった」、中心静脈カテー

　　　テルは「入浴後に汗をかいた場合の対処方法が

　　　分からなかった」、嗜好品は「飲酒はしていい

　　　のかわからなかった」、同居人（家族）の病気は

　　　「風邪がうつったらどうしょうかとドキドキし

　　　ながら家にいた」という回答だった。

　5）現在の指導の現状について（図10，11）

　　　　外泊前に説明を受けておきたかったことが

　　　あると答えた患者は13％だった。その内容とし
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ては、「飲食についての具体的内容」だった。

　外泊前の説明で役に立ったことがあると答

えた患者は49％だった。内容としては、「食べ物

について」、「熱が出たときの対応」、「マスクと

含漱について」だった。

］V’

l察
　血液疾患患者は、疾患と治療によって免疫力が低下

しており易感染状態にある。そのため、入院中から感

染予防について患者へ説明を行なっている。結果から

外泊中も感染に対しての患者の意識が高く、注意して

いることが明らかになっており、入院中の指導内容を

継続して遂行していることが伺える。特に、マスク着

用や含噺励行などの習慣的に行っていることが回答と

して挙げられていた。外泊前の説明も、「食べ物につい

て」、「熱が出たときの対応」、「マスクと含量について」

が役に立ったという回答があり、感染予防に関する内

容であった。しかし、外泊中に不安や疑問を感じたと

回答した人は半数を占めていた。不安の内容としては

食事・体調管理・中心静脈カテーテル管理などであ

り、これらの対処方法など具体的内容を求めるものが

多かった。これは、製鋼での説明のみで、具体的な内容

が不十分だったのではないかと考えられる。また、病

院外では入院中とは異なる環境、役割があるため、外

出や体調不良時などの不安は、外泊をして初めて気づ

くことが多いと推察される。このことから、「外泊前に

説明を受けておきたかったことがある」の質問で、い

いえが74％であったと考える。そのため、外泊中に振

り返りが出来、安心して過ごせるように、パンフレッ

トを用いた説明が有効であると考える。そうすること

で、患者の不安を緩和し、安心して生活できると考え

られる。

　また、看護師間で統一した指導を行い、患者に視覚

的に訴えることができる上でもパンフレットは有効だ

と言える。小林らも、「外泊用パンフレットがあること

で、看護師は統一した知識をもって指導することがで

き、患者・家族も外泊中の生活基準があることで、安

心して外泊生活を送ることが出来る」2）と述べている。

　そして、家族などと同居している患者が多く、飯野

らが「生活や疾病の自己管理には、家族の協力・サポ

ートが必要である」3’と述べているように、入院中か

ら家族への説明時間も確保し、理解を得ていくと同時

に、治療をひとつ終えた患者を自宅に迎える家族への

支援も必要であると考える。

　さらに、アンケートの自由意見として、「治療と治療

の合間に外泊に行けることを早いうちから知りたかっ

た」という意見もあり、入院当初から治療生活の見通

しを提示していくことも、医師・看護師の役割の一つ

だろう。

　今回の研究では対象者が少数であったため、有効と

いえるデータ数を確保することができなかったが、得

られた情報を基にパンフレットの改正を試みていきた

い。また、今後パンフレットを活用する上で、患者の生

活背景を考慮し、統一した指導を行っていきたい。

Vまとめ
1．患者へは入院中から指導を行っているため、感染

　予防に対する意識は強いが、外泊をすることで新

　たな不安や疑問を生じることがある。

2．外泊前に看護師は口頭で説明を行なっていたが、

　統一した指導を行なうため、また患者に視覚的に

　訴え、外泊中でも振り返ることができるように、パ

　ンフレット改正は意義がある。

3．入院中から家族へも説明を行ない、協力を得てい

　く必要がある。
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表1「血液疾患患者の化学療法後の外泊時における不安一実態調査に基づいたパンフレット作成の一考二一」

1．あなたのことについてお伺いします。該当するものを○

　で囲んでください。

　1）性別：男性　　　女性

　2）年齢：20歳以下　21～30歳　31～40歳

　　　　　　41～50歳　51～60歳　61歳以上

　3）同居人（家族など）：有　　無

化学療法（治療）後、初めて外泊されたときのことについて

お伺いします該当する番号を○で囲んでください。また、（）

内は具体的にご記入ください。

2．食事について注意していたことはありますか。（複数回答
可）

①生物は避けた

③バランス良く食べた

⑤その他（

②賞味期限を守った

④特に注意しなかった

　　　　　　　　　　　）

3．外出時に注意していたことはありますか。（複数回答可）

　①人ごみを避ける　　②マスクをする

　③日焼けを避けた　④特に注意しなかった

　⑤外出しなかった　　⑥その他（　　　　　　　）

4．外泊時に体調不良を感じたことはありますか。

　①はい（5．へお進みください）

　②いいえ（6．へお進みください）

5．それはどのような症状でしたか。該当する番号を○で囲

　んでください。（複数回答可）また、そのときはどのよう

　に対処しましたか。O内に具体的にご記入ください。

　①発熱　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　②吐き気　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　③鼻血などの出血　（　　　　　　　　　　　　）

　④めまい・ふらつき（　　　　　　　　　　　　）

　⑤痛み　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　⑥その他　　　　　（症状：　　　　　　　　　）

6．外泊時に不安なことや分からなかったことはありましたか。

　①はい　（7．へお進みください）

　②いいえ（8．へお進みください）

7．どのようなことに不安を感じましたか。該当する番号を

　○で囲んでください。（複数回答可）また、不安なことや

　分からなかったことをO内に具体的にご記入ください。
①体調（

②内服（

③食事（

④入浴（

⑤中心静脈カテーテル（点滴用の管）（

⑥移動手段（交通手段）（

⑦外出・行動範囲（

⑧運動（

⑨嗜好品（酒、タバコなど）（

⑩同居人（家族）の病気（

⑪ペット（

⑫植物（

⑬その他（

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

8．外泊前に説明を受けておきたかったことはありますか

　①はい（9．へお進みください）

　②いいえ（10．へお進みください）

9．それはどのようなことですか。具体的に教えてください。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10．外泊前の説明で、役に立った内容はありましたか。

　①はい　（11．へお進みください）

　②いいえ（12．へお進みください）

11．それはどのような内容でしたか。具体的に教えてくださ

　い。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

12．今後、治療後初めて外泊される方へ、アドバイスなどあ

　　りましたらご記入ください。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

以上でアンケートは終了です。ご回答頂いた内容は大切に

扱わせていただきます。ご協力ありがとうございました。

男性

女性

250／o

750／o

oo／，　200／o　400／o　600／o　soo／o　looo／o

図1　性別

31～40歳

51～60歳

61歳以上

oo／．　200／o　400／．　600／o　soo／o　looo／o

図2　年齢

あり

なし ユ4％

860／o

oo／o　200／o　400／o　600／o　soo／o　looo／o

図3　同居人の有無

生物は避けた

賞味期限を守った

バランス良く食べた

特に注意しなかった

70／o

140／o

430／o

360／o

OO／o　200／，　400／o　600／o　800／o　1000／o

図4　食事について注意していたことはありますか
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人ごみを避ける

　マスクをする

日焼けを避けた 150／o

380／0

　470／o

　　　　　　　OO／o　200／o　400／o　600／o　800／o　1000／o

図5　外出時に注意していたことはありますか

　はい

いいえ

soo／．

soo／．

　　oo／，　200／o　400／．　600／o　soo／o　looo／o

図6　外泊時に体調不良を感じたことはありますか

　　　　　　発熱

めまい・ふらつき

　　　　　　痛み

　　　　　その他

200／，

200／，

200／，

400／，

　　　　　　oo／，　200／o　400／o　600／o　soo／o　looo／o

図7　体調不良はどのような症状でしたか

　はい

いいえ

soo／．

soo／，

　OO／o　200／o　400／o　600／o　800／o　1000／o

図8　外泊時に不安や疑問はありましたか

　　　　体調

　　　　食事

　　　　cv
　　　嗜好品

同居人の病気

110／0

110／o

220／0

220／0

220／o

　　　　　oo／．　200／o　400／o　600／o　soo／o　looo／o

図9　どのようなことに不安や疑問を感じましたか

　はい

いいえ

無回答

　　　oo／o　200／o　400／o　600／o　soo／o　looo／o

図10外泊前に説明を受けておきたかったことはありますか

　はい

いいえ

無回答

　　　oo／o　200／o　400／o　600／o　soo／o　looo／o

図11　外泊前の説明で役に立った内容はありましたか
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